
 

           こんにちは。エムエスホームの佐原です。 

             先日の２月２５日は、待ちに待った春一番も吹いて、気温も２０度近

くまで上昇し、季節はいよいよ春本番かと思われましたが、その２～３日後には、日中の最

高気温も４～５度位までしか上がらず、雨模様で真冬に逆戻りの今日この頃です。昔から

よく耳にする季語の「三寒四温」とは、ちょうど今頃の季節の例えを表現したのではないか

と感じられます。 

一方、２月２２日（火）午後１２時５１分、ニュージーランド、クライストチャーチ市近郊で、マ

グニチュード６．３の大地震が発生し、現地の語学学校で研修中の多くの日本人生徒の

方々がこの災害に見舞われ、今もなお安否不明で、現地の被災者のご家族も毎日不安

な日々をお過ごしのことと思われます。また、安否不明の方々の多くは、将来への「夢と希

望と志」を実現するために、語学研修中のお若い方々で、たまたま、耐震性の低い建物の

中におられたことは誠に不運としか云い様がありません。何とか、お一人でも 

多くの方々が生存されておられます様に願ってやみません。 

                電動窓シャッターの取付/菅野 Ｋ様邸 

               築約３５～４０年、建坪３５～４０坪の木造モルタル２階建てのお

住まいで、現在、ご主人がお一人でお住まいになられており、ご高齢化に伴ない、朝晩の雨戸の開け閉め

にかなりな負担を感じておられていて、「雨戸をシャッターに替えられないか？」とのご相談がございまし

た。そこで、現状の窓と雨戸廻りを見させていただきましたところ、お住まいの築年数も古いため、窓も

雨戸もアルミサッシではなく、窓枠、敷居、雨戸等の全てが木製で高さ・幅共寸法の大きな窓で、また、

長年、使い込まれてきたために、敷居も相当削られて非常に動きが悪く、重い状態でした。このため、現

状の雨戸に代わり、シャッターを設置するには、窓廻りにシャッターを取り付けるだけの十分なスペース

と、窓の木枠や雨戸の戸袋を一部取り払い造作する必要がありました。幸い、これらに手を加えることに

より、雨戸シャッターを設置することができるとの結論に至りました。また、ご主人のこれからのご高齢

も考えますと、一般的な手動シャッターでは、シヤッターの上げ下げにかなりな負担が掛かりますので、

価格的に手動シャッターよりも３～４割程高くはなりますが、開閉に負担が掛からない、 

「電動式雨戸シャッター」をご提案し、工事のご依頼をいただきました。そして、窓 

廻りの造作とシャッター取付に３～４日間を要しましたが、これからはご主人のご負担 

も軽減されより快適な毎日をお過ごしなされることと思われます。 
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平成７年 1月１７日午前５時４６分に発生した阪神・淡路大震災では、地震による

死者のうち、約９割が家屋の倒壊による窒息・圧死でした。本来、どんな建物でも、

基本的な耐震性能は備わっていなくてはなりませんが、古い家（特に昭和５６年６

月の新耐震基準が施行される前に建てられた家）の多くは、現在の耐震基準からみ

ると不十分な性能のものが多く、強い地震が来れば、大破、倒壊などの大きな被害

を受ける恐れがあります。しかし、倒壊さえしなければ、多くの人命を失わずにす

みます。ご自身とご家族の生命、そして地域の絆を守るため、住まいの倒壊は避け

なければなりません。そこで、明日の避難所での生活を心配するよりも、今やって

おくべきことが、住まいの「耐震補強」です。ただ、目に見えない性能向上の改修

のため、耐震の効果を実感できる機会は少なく、また、どのような工事をするか判

らないところもあります。このため、耐震補強のためだけのリフォームは考えにく

くても、水廻りの一新や間取り替え等の「夢のある」リフォームの際に耐震補強を

組込めば、割安かつ合理的な工事ができますので、検討されるいい機会 

かと思われます。 

■暮らしのたより■   家族の命を守る耐震補強とリフォーム 


